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６月議会の報告

『基本構想の変更』と『後期基本計画』を審議
現在、第２次亀山市総合計画（２０１７年〜２０２５年）に沿って市政が行われていますが、『基本構想

の変更』と、『後期基本計画』（２０２２年〜２０２５年）が６月議会に提案されました。さらに具体化した

『実施計画』により行われる今年度の新規事業の予算が『補正予算』で出されました。

これらは本来３月議会に提出されるはずであったものであり、今までにない６月議会となりました。今議

会にはこれらを含め２２議案が提案されました。日本共産党議員団は２２議案中１議案（一般会計補正予算）

に反対し、他の２１議案には賛成しました。

開発の手続きより予算を優先するのはおかしい
補正予算では、市道小野白木線整備事業予算８，３００万円（全額市負

担）が出され大きな議論になりました。これは太岡寺地内へのコストコの

進出により周辺の交通渋滞が起こることが予想されるため、その解消のた

めの道路改良（右折レーンの設置）事業予算で、党市議団として次の３つ

の問題点を指摘しました。

一つは、この工事にかかる前に都市計画決定が必要なこと（９月頃にな

る予定）、その後、開発の届出がされ、森林法などいくつもの開発の許可

や届けが必要であり、その中でも亀山市環境保全審議会という重要な審議

がなされていないことなどの状況下で、議会として予算の議決はするべき

ではないということです。可決すれば議会のチェック機能が果たせなくなります。

道路法第２４条では事業者が全額負担
２つ目は、道路法第２４条では事業者が全額負担すべき内容の工事だということです。田村町に進出した

ビッグや菅内町に進出したオークワサウス亀山店の県道の道路改良は、県は全額事業者負担にしています。

これが道路法第２４条であり当たり前なのです。今回のような市が全額負担するという前例をつくれば今後

の同様の事業も市で負担することにつながります。

環境より開発を優先するな
３つ目は、第２次亀山市総合計画で「緑の健都 かめやま」を大看板にしながら、法令に則り自然環境を

のつとり

保全することよりコストコのできるだけ早期に操業したいという企業要望を優先していることです。シャー

プ誘致時に、亀山市は環境より開発を優先し、様々な問題を引き起こしたことから何も学ばなかったのでし

ょうか。党市議団は、コストコの進出や右折レーンの設置に反対しているのではなく、行政としてその前に

やるべきことがあるということを指摘しました。この予算案の修正案を提出しましたが、否決されたためこ

の予算案には反対しました。

市民アンケートへのご協力ありがとうございました
日本共産党亀山市議団が４年に１度の市民アンケートをお願いしましたところ、たくさんの方にご回

答いただきました。本当にありがとうございました。初めての取り組みでありました web での回答も

８０通を超え、約３ヶ月で郵送等と合わせ４００通を超えました。今でも時々届けられます。

みなさんに報告ができるよう、現在分析やまとめにかかっております。びっしりと書かれた自由記述

も多く、余さず読ませていただいています。さらに聞かせていただきたいこともあります。

しっかりと政策に生かしてがんばりますのでよろしくお願いします。

この市議団ニュース「いきいき亀山」は政務活動費を使って発行しています



東小学校体育館の雨漏り

「調査して対応していく」櫻井市長が答弁
服部こうき議員は一般質問で、東小学校体育館の雨漏りを取り上げました。ま

ず、服部教育長と櫻井市長に卒業式が体育館でできずに文化会館でやったことに

ついての見解を問いました（右の写真は６月１４日の東小学校体育館で、雨漏り

が最もひどい箇所）。

服部教育長は、「コロナ対策と、より広い場所でやりたいということでやった」

（市長も同様）と答弁しました。しかし雨漏りがなければ、迷うことなく体育館

でやったのですからこの答弁はひどすぎます。

次に櫻井市長に体育館の屋根を改修するための予算措置を求めました。市長は、

「（雨漏りが）どのような原因でどのような手法で解消するのか、しっかり見極

める必要がある」、「それに対応していく」と答弁しました。具体策がはっきりし

ないので何度か再質問をしましたが、いつ、どのようにやるのか最後まで明らかにしない答弁でした。

東小学校体育館の雨漏りは、この質問の翌日に新聞で大きく報道されました。

「思い出の校舎がいいに決まっている」
その後、議会の録画放送をケーブルＴＶで見た当時の関係者の方からメールが届きました。東小体育館の

雨漏りで卒業式ができなかったことに対する教育長の答弁に「びっくりした」、「好き好んで文化会館でやっ

たわけではない」、「雨漏りがなければ思い出の校舎がいいに決まっている」と怒りのメールでした。

計画の内容はよくても
障がい者の自立や社会参加を阻むことにならないか
福沢みゆき議員は予算決算委員会で、総合計画のうち『障がい者の自立と社会参加の促進』について質疑

をしました。計画自体は良いのに実際は障がい者の自立や社会参加を阻むことがありはしないかという趣旨

です。

計画の「現状と課題」では、障がい者サービスにかかる経費が年々増加していることから、障害福祉サー

ビスを見直す必要があるとの書き込みがあります。また障害者の自立した生活を支援するため行なっている

「障害者医療費助成」について、助成額が毎年増加し続けていることから現行制度について見直しを行う必

要があるとの書き込みがあります。

花しょうぶ号やタクシー券、乗合タクシーなどの充実を
これについては、後期高齢者医療制度の窓口支払いの一部２倍化という制

度改悪を受けて、障がい者に所得制限を設けることにより対象者の削減を行

なうことが決まりました。国の制度改悪がもたらす市への影響について高齢

となった障がい者が責任を取らなくてはいけない問題でしょうか？障がい者

が高齢となったからこそ、医療にかかりやすくすることが必要ではないのか

（左の写真は福祉の拠点である「あいあい」）。

そして社会参加というならば花しょうぶ号やタクシー券、乗合タクシーな

ど移動支援の充実、そして地方自治体の義務として合理的配慮を積極的に進めていくことが必要と議論した

ところです。今後も継続してみていきます。
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